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1  1ま  し め に

ナガイモの種いもは,成いもを切断した切いもよりも,

ムカゴから養成 した子いもを用いた方が,腐敗の心配がな

く,生育の揃いも良い。しかしながら,ム カゴの着生は年

次による変動が著しく,低温年には極めて少ない。ムカゴ

の着生量を増やすため,新いもを人為的に切除する方法を

検討したところ,種苗増殖に有用な結果が得られたため報

告する。

2試 験 方 法

は)1994年

ガラス室にウイルスフリーの成いも首部を120～ 140gに

切った種いもを5月 20日 に植え付けた。ムカゴ収量の調査

を考慮 し,区間を135cI離 して 1区 4株を株間27cmで 1列

植えとした。 8月 9日 及び8月 29日 に株元を片側から掘り

下げ,新いもの首部を切断した (図 1)。 掘 り下げた空隙

は埋め戻さず,水苔でお、たをした。8月 9日 に新いもを切

除した後,8月 29日 に再生 したいもをもう一度切除した区

も設けた。新いもは8月 9日 区では取り除いたが,8月 29

日区では切除した時には埋めたままにし,秋の収穫時に掘

り出した。H月 10日 にムカゴを収穫した。

12)1995年

露地圃場に140～ 160gの 在来株切いもを, うね幅120cll

株間21mで 5月 24日 に植え付けた。また,側面は防虫網の

みのガラス室に140～ 160gの ウイルスフリー切いもを, う

ね幅120m株間27cnで 6月 1日 に植え付けた。露地,ガ ラ

ス室とも,連続 した 5株に対 して8月 30日 に新いも切除を

行った。切除いもは埋めたままにし,空隙には切り込みを

入れた板でも、たをした。10月 24日 にムカゴを収穫 した。

1994年の 8月 29日 区の切除いも及び再生いもを70～80g

の切いもとし,う ね幅120伽株間21mで 6月 7日 に露地圃

場に植え付け,通常のいもを対照として種いもとしての利

表 1 ムカゴ収量 (1994年 )

75～91m

水 苔 また は板

図 1 新いもの切除法

用性を検討した。

3 試験結果及び考察

0)1994年

新いも切除を行った区のムカゴ収量は,無処理区に比べ

て総重量でほぼ 2倍,総個数で14～1針音に増え,特に 9

mm以上のムカゴの増収効果が大きかった (表 1)。 総重量
,

総個数のいずれも新いも切除を遅い時期に行った8月 29日

処理区が最も多くなった。いも切除を 2回行った区のムカ

ゴ収量は特に多くはなく,新いもの切除は 1回行うだけで
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よいと考えられた。

(2) 19954F

全般にムカゴの着生が少なかったが,新いも切除を行う

表2 ムカゴ収量 (1995年 )

ことによリムカゴ収量は重量,個数とも増加 した。特に無

処理区での着生が極めて少なかった露地では総重量で 5倍

以上にも及んだ (表 2)。 ガラス網室では,周囲の土が崩
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れて空隙が埋まったためか,総重量で14倍程度の増収に

留まった。新いも切除後の地下部には空隙を取り囲むよう

に複数のいもが再び生 じたが (表 3),ム カゴの増収効果

表3 収穫時の地下部生育状況 (1995年 )

4ま と め

ナガイモのムカゴは腋芽が球形に肥大したものであり,

つるが下垂した部分に着きやすく,土壌病害等により,地
下部への養分転流が妨げられた場合に着生量が増加するこ

とが知られている。また,ナ ガイモのいもは,上 に接触 し

ていないと生育が妨げられる。ここでは,新いもを人為的

に切除するとともに,地下部に空隙を作って再生いもの肥

大を抑制し,同化産物のムカゴヘの転流を促進することを

図った。この方法は,沢田・八鍬によリムカゴ形成の機構

を研究するために考案されたものを1ヽ
改変 して種苗増殖

への応用を試みたものである。

ここで検討した方法は,新いもの切除にやや手間がかか

るが,ム カゴの増収効果が大きく,ウ イルスフリー株や優

良種苗の増殖過程において,い もよりもムカゴを大量に得

たい場合には有効な方法と考えられる。また,副次的な利

点として,ム カゴ収穫後のいもの掘り取り労力が軽減でき

ることや,再生いもも利用可能であることが挙げられる。
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が大きかった露地では再生いもの株当たり重量が軽 く,同

化産物がムカゴに転流したことが推察された。

切除したいもを翌年種いもにした場合は,普通の種いも

に比べて生育が劣ったが,再生したいもを用いた場合は遜

色なく生育 した (表 4)。

表4 切除いも,再生いもの種いも利用性 (1995年 )
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